
安全・安定輸送と

労働条件改善に

組織強化・拡大と
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1 月 5 日

援
体
制
の
早
期
確

立
を
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

次
に
、
最
重
要

課
題
で
あ
る
組
織
強

化

・
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

　

今
日
ま
で
、
全
て
の
闘
い
を
組
織
強
化
・
拡

大
に
集
約
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
各
級
機
関
・

組
合
員
と
連
携
を
深
め
、
粘
り
強
く
拡
大
運
動

を
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
の
一
括
和
解
以
降
一
四
六
名

の
新
た
な
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
厳
し
い
現
状
の
中
で

の
取
り
組
み
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

共
感
・
選
択
さ
れ
る
労
働
組
合
と
し
て
の
国

労
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
共
に
働
く
仲
間
の

声
を
大
切
に
し
、世
話
役
活
動
を
は
じ
め
、分
会
・

班
に
よ
る
加
入
呼
び
か
け
の
地
道
な
取
り
組
み

が
確
実
に
成
果
と
し
て
結
び
つ
い
た
こ
と
は
明

白
で
す
。

現
在
で
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
社
友
会
の
組
織

化
が
進
む
中
、
昨
年
の
過
半
数
代
表
者
選
挙
で

ど
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る
環
境
が
奪
わ
れ
続

け
「
安
全
の
先
に
あ
る
安
心
」
と
は
程
遠
い
現

実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
危
機
の
中
で
、「
変
革

２
０
２
７
」
実
現
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、

コ
ス
ト
削
減
に
名
を
借
り
た
各
系
統
に
お
け
る

合
理
化
・
効
率
化
施
策
を
さ
ら
に
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。　

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
お
い
て
も
、
新
人
事
賃
金

制
度
導
入
を
は
じ
め
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進
や

賃
金
抑
制
を
推
し
進
め
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
会
社
で
は
、

長
時
間
拘
束
・
不
規
則
勤
務
・
慢
性
的
要
員
不
足

が
続
き
健
康
破
壊
が
蔓
延
化
し
て
い
ま
す
。　

全
て
の
労
働
者
が
、
安
全
・
安
心
に
働
け
る

職
場
環
境
を
築
く
た
め
に
も
、「
安
全
・
仕
事
総

点
検
運
動
」
を
通
年
闘
争
と
し
て
再
強
化
し
、

適
正
な
要
員
配
置
や
人
材
育
成
、
早
急
な
技
術

継
承
な
ど
、
抜
本
的
な
安
全
・
事
故
防
止
対
策

と
労
働
条
件
向
上
の
実
現
に
向
け
全
力
を
挙
げ

て
い
き
ま
す
。　

次
に
、
菅
反
動
政
権
の
退
陣
に
向
け
た
闘
い
と
平

和
と
民
主
主
義
擁
護
の
課
題
に
つ
い
て
で
す
。

　

安
倍
内
閣
の
継
承
・
発
展
を
謳
う
菅
政
権
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

国
の
基
本
と
し
て
示
し
た
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

を
打
ち
出
し
た
菅
首
相
の
本
質
は
、「
基
本
は
自
己

責
任
で
、
次
に
家
族
や
地
域
社
会
に
求
め
、
国
の

役
割
は
最
後
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
政
治
の
責

任
放
棄
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
火
力
発
電
に
代
わ
る
重
要

な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
だ
と
し
て
原
発
・
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
政
策
を
強
引
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

世
界
的
潮
流
に
反
し
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
批
准

を
拒
否
す
る
な
ど
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て

の
役
割
を
放
棄
す
る
暴
挙
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

菅
政
権
に
対
し
、
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
を
堅

持
す
る
中
で
、
国
民
本
位
の
政
治
の
実
現
と
改
憲

阻
止
に
向
け
、
市
民
と
立
憲
野
党
と
の
連
携
・
共

闘
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、
菅
政
権
退
陣
に
向
け

た
壮
大
な
闘
い
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
な
課

は
、
国
労
組
合
員
が
一
五
〇
職
場
で
立
候
補
し
、

本
体
で
六
職
場
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
二
四
事
業
所

に
お
い
て
社
員
代
表
に
選
出
さ
れ
、
多
く
の
職
場

で
組
合
員
数
を
上
回
る
得
票
を
得
る
中
で
労
働
安

全
・
衛
生
委
員
に
指
名
さ
れ
る
職
場
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
国
労
に
対
す
る
信
頼
と

期
待
と
し
て
受
け
止
め
、
労
働
組
合
の
存
在
と
役

割
、
必
要
性
を
広
め
、
国
労
加
入
へ
と
繋
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
鉄
労
働
組
合
を
担
う
次
世
代
へ
、
運

動
・
組
織
・
財
政
を
着
実
に
継
承
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
組
織
拡
大
行
動
を
精
力
的
に
展
開
し
、

青
年
・
女
性
層
と
の
学
習
と
交
流
等
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
労
組
織
の

命
運
を
か
け
た
こ
の
一
年
、
全
機
関
が
一
丸
と
な

り
全
労
働
者
の
組
織
化
に
向
け
、
共
に
邁
進
す
る

こ
と
を
全
組
合
員
に
強
く
訴
え
ま
す
。

次
に
、
安
全

・
安
定
輸
送
の
確
立
と
全
て
の
職
場

労
働
条
件
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
大
規
模
な
輸
送
障
害
や
重

大
事
故
の
多
発
が
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
ず
、
グ

ル
ー
プ
・
関
連
会
社
を
含
む
労
働
災
害
の
発
生
、

慢
性
的
な
要
員
不
足
や
労
働
条
件
の
劣
悪
化
な

題
と
し
て
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
解
散
・

総
選
挙
が
想
定

さ
れ
る
中
で
、

平
和
と
民
主
主

義
勢
力
を
総
結

集
さ
せ
、
働
く
者
の
立
場
に
立
ち
、
護
憲
を
目
指

す
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
、
総
力
を
挙
げ
闘
い
抜

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　

最
後
に
２
０
２
１
年
春
闘
は
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
賃
上
げ
要
求
の
実
現
を
柱
に
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
と
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組
み
等
と
結
合
さ
せ
、
労
働
組

合
が
主
導
す
る
主
体
的
な
闘
い
と
合
わ
せ
、
全

組
合
員
が
ま
さ
に
共
有
・
参
画
す
る
春
闘
を
再

生
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
山

積
す
る
政
治
・
国
民
的
諸
課
題
と
連
動
さ
せ
る

中
か
ら
地
域
春
闘
の
強
化
を
目
指
し
、
闘
う
春

闘
の
再
構
築
に
向
け
全
て
の
力
を
傾
注
す
る
決

意
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ま

と
っ
て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

組
合
員

・
家
族
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
地
方
本
部
を
代
表
し
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
規
模
で
拡
大
・
拡
散
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
に
よ
り
国

民
生
活
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
、
企
業
倒
産
の

増
加
や
経
営
不
振
の
名
の
も
と
で
の
解
雇
・
雇

止
め
、
内
定
取
り
消
し
、
労
働
条
件
の
引
き
下

げ
な
ど
生
活
悪
化
と
雇
用
不
安
を
生
み
出
し
た

一
年
で
し
た
。
私
た
ち
は
引
き
続
き
、
国
民
の

い
の
ち
や
生
活
す
る
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、

感
染
防
止
対
策
は
も
と
よ
り
賃
金
・
生
活
保
障

や
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
拡
充
な
ど
、
ま
さ
に

政
府
や
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
財
政
・
人
的
支
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労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
勝
ち
取
ろ
う
！
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催
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催

第
　
回
不
戦
を
誓
う

　
　
三
多
摩
集
会
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る
。
仕
事
が
忙
し
く
て
組
合
活
動
に
時
間
が
割
け

な
い
と
の
声
も
あ
る
」、
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ

オ
ン
か
ら
は
「
郵
政
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る

二
〇
条
裁
判
の
画
期
的
勝
利
判
決
」
の
報
告
が
さ

れ
た
。
他
五
名
の
代
議
員
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

争
議
支
援
、
外
国
人
労
働
者
問
題
、
委
託
合
理
化

等
の
発
言
が
さ
れ
た
。

か
る
。
菅
首
相
の
、
政
策
を
国
民
に
対
し
何
も
説

明
し
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
独
裁
的
な
政
治
を
許

さ
な
い
闘
い
を
通
し
、
一
年
以
内
に
必
ず
闘
わ
れ

る
衆
議
院
選
挙
闘
争
を
野
党
共
闘
の
実
現
で
勝
利

し
よ
う
」
と
の
訴
え
を
行
っ
た
。

来
賓
の
全
国
全
労
協
・
渡
邊
議
長
か
ら
は
、
権

利
春
闘
の
結
成
集
会
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
働
者
の

実
態
や
闘
い
の
課
題
と
春
闘
を
中
心
と
し
た
当
面

す
る
闘
い
の
提
起
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
さ
れ

た
。続

い
て
方
針
案
が
寺
嶋
事
務
局
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
各
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。
東
京
清
掃

労
組
か
ら
は
「
青
年
部
と
し
て
年
間
通
し
て
活
動

し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
活
動
が
中
止

と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
賃
金
学
習
会
で

は
多
く
の
仲
間
が
結
集
で
き
た
。
学
習
の
場
が
大

変
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
沖
縄
平
和
行
進
の

取
り
組
み
も
継
続
し
て
欲
し
い
。
基
地
問
題
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
採
用
の

減
少
に
よ
り
青
年
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い

東
京
全
労
協
は
一
二
月
三
日
に
、
全
水
道
会

館(

水
道
橋)
に
お
い
て
、
第
三
一
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
今
後
一
年
間
の
運
動
方
針
と
「
東
京

地
域
労
働
運
動
を
発
展
さ
せ
、
労
働
者
の
生
活
と

権
利
を
勝
ち
取
ろ
う
!
」
と
い
う
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
決
定
し
た
。

　

大
会
議
長
に
は
東
京
清
掃
労
組
か
ら
坂
部
代
議

員
、
全
国
一
般
東
京
東
部
労
組
か
ら
原
田
代
議
員

が
選
出
さ
れ
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
大
森
議
長

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
組
合
の
会
議
を
開
催
す
る
の
も

大
変
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
界
だ
け
で
は

な
く
労
働
界
も
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
夏
・
冬
の

一
時
金
で
大
幅
な
ダ
ウ
ン
が
さ
れ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
大
企
業
は
空
前
の
内
部
留
保
を
抱

え
て
い
る
の
に
放
出
し
よ
う
と
し
な
い
。
全
て
労

働
者
に
し
わ
寄
せ
し
て
く
る
。
こ
の
状
況
で
喘
い

で
い
る
中
小
企
業
で
働
く
労
働
者
を
何
と
し
て
で

も
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

政
治
課
題
・
社
会
課
題
と
し
て
格
差
社
会
の
根

絶
、
全
て
の
差
別
を
許
さ
な
い
闘
い
の
強
化
を
は

型
コ
ロ
ナ
）
と
中
止
に
な
っ
て
い
る
。
何
か
し
た

い
け
ど
で
き
な
い
の
が
も
ど
か
し
い
。
し
か
し
、

ハ
ム
ク
ラ
ブ
は
今
後
も
全
員
で
活
動
を
続
け
て
い

こ
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
続
い
て
東

日
本
本
部
・
常
盤
教
宣
部
長
か
ら
情
勢
報
告
が
あ

り
、
活
動
計
画
、
決
算
報
告
な
ど
に
つ
い
て
の
討

議
が
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
夜
は

懇
親
会
と
な
り
、
仲
間
た
ち
と
の
久
し
ぶ
り
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

Ｎ
Ｒ
Ｕ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
は
、
一
二
月
一
四
日
に
、

鬼
怒
川
温
泉
に
お
い
て
、
第
三
二
回
総
会
を
開
催

し
た
。

　

総
会
に
は
毎
年
二
〇
名
以
上
の
会
員
が
参
加
し

て
い
る
が
、
今
回
は
会
員
の
年
齢
層
も
高
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
〇
名
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

ハ
ム
ク
ラ
ブ
に
は
、
毎
年
、
東
日
本
本
部
、
東

京
地
本
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
無
線
で
の
連
絡
要
員

と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ハ
ム
ク

ラ
ブ
の
行
事
も
二
〇
二
〇
年
一
月
の
東
日
本
本

部
・
東
京
地
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
以
降
、
三
月

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
っ
た
以
降
全
て
中
止
に
な

っ
て
い
る
。

総
会
で
田
中
会
長
か
ら
は
「
移
動
運
用
（
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
で
無
線
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
の
行

事
）
も
昨
年
の
秋
（
台
風
）、
今
年
の
春
・
秋
（
新

表彰式あいさつを行う 派遣団顧問・幸地 ( こうち )さん

集
約
答
弁
で
寺
嶋
事
務
局
長
か
ら
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
束
し
な
い
中
で
は

あ
る
が
、
春
闘
勝
利
や
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
環
境
の
獲
得
、
全
て

の
争
議
の
勝
利
を
目
指
し
て
闘
う
」
等
の
ま
と
め

が
さ
れ
た
。

方
針
案
が
採
決
さ
れ
、
新
役
員
に
大
森
議
長(

留
任
・
全
国
一
般
東
京
労
組)

・
寺
嶋
事
務
局
長(

留
任
・
全
水
道
東
水
労)

等
が
選
出
さ
れ
、
国
労

東
京
か
ら
は
横
倉
執
行
委
員
が
副
議
長
に
、
田
中

執
行
委
員
が
常
任
幹
事
に
選
出
さ
れ
た
。

最
後
に
横
倉
副
議
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、
大
森
議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
は
終

了
し
た
。

　

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
一
二
月
五
日

に
三
鷹
市
公
会
堂
に
お
い
て
、「
第
四
〇
回
不
戦

を
誓
う
三
多
摩
集
会
」
を
開
催
し
、
国
労
八
王
子

地
区
本
部
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
、
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「
被
爆

七
五
周
年
・
平
和
を
願
う
」
作
品
募
集
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
。
毎
年
原
水
禁
大
会
に
、
三
多
摩
ヒ

ロ
シ
マ
子
ど
も
派
遣
団
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
。
代
わ
り
に
絵
、
及
び
作

文
を
募
集
し
、
子
供
た
ち
に
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
絵
（
ポ
ス
タ
ー
）、

作
文
に
つ
い
て
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
国
労
八
王
子
地
区
本
部

組
合
員
家
族
の
足
立
莉
世
さ
ん
ほ
か
合
わ
せ
て
四

名
、
優
秀
賞
５
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

続
い
て
不
戦
を
誓
う
三
多
摩
集
会
が
行
わ
れ
、

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
田
中
副
議
長
（
国
労
八
王

子
地
区
本
部
書
記
長
）
か
ら
開
会
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
土
岐
議
長
か
ら

「
一
二
月
八
日
は
開
戦
の
日
。
日
本
の
侵
攻
に
よ

る
被
害
者
は
三
〇
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
。
三

多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
時
々
で
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
菅
政
権
も
安
倍
政

権
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
憲
法
改

定
阻
止
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
な
ど
の
訴

え
が
さ
れ
た
。
ま
た
、東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・

桐
田
事
務
局
長
か
ら
も
来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
映
画
「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
月
桃
の
花
」
が

上
映
さ
れ
、
沖
縄
戦
当
時
の
住
民
の
惨
状
を
改
め

て
見
て
、
全
体
で
平
和
を
誓
い
合
っ
て
集
会
は
終

了
し
た
。


